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事務局
	■開会
■会長あいさつ
会長を務めさせていただいております、山田でございます。本日は、この夏１番の暑さの中、お集まりいただきまして本当にありがとうございます。本日は最高気温３９℃ということで、また今年度は大変な猛暑とも言われております。
最近の青少年をめぐる情勢を概観してみますと、今年の６月、国会において「改正こども子育て支援法」が成立しました。国を挙げて、子どもど真ん中の施策に取り組んでおり、政府は青少年の健全育成を図るという大きな目標を掲げ、児童手当の拡充ですとか、あるいは妊産婦に対する支給金ですとか、子どもの誰でも通園制度の拡充など、色々な施策に取り組んでいこうということでございます。ところが、残念ながら出生率を見ますと、２０２３年５月には「１．２０」と史上最低の出生率を記録しました。東京都に至っては、０．９９で初めて１を切り、埼玉県でも１．１０と、ワースト７ということでございます。こうした中、ありとあらゆる施策を充実しまして、少子化を防ぎ、子どもの健全育成を図っていくということが、行政の大きな目標になっております。
我が戸田市の青少年問題協議会におきましても、こうした戸田市の施策に少しでも寄与することができましたら、幸いだと思っておりますので、ご協力のほど、よろしくお願い申し上げます。

■自己紹介
■議事
報告　令和５年度青少年行政関する報告について
　資料に基づき説明
　説明を受け、質問等はあるか。
２点、質問です。
１点目は１２ページ、令和6年度事業計画（２）「子どもひなん所１１０番」について、以前は実態の伴っていない４００件ということで、今名称を変えて整理して、全体で３００件ということだが、数以上に子どもを見守りできるような場所にあるのか、ということが一番大事であると考える。
そういう意味では、とりわけ小学校の学区にある程度（一定数）、子どもたちが、帰りに変な声掛けをされたときに、通学路にパッと逃げ込める場所が均等にあるのかということ、そのような場所がとても大事だと思うので、把握されていれば教えていただきたい。まだ、把握されてない、あるいは、かなり偏っているようであれば、それが偏らないようにしていく必要があるのではないか考える。
　子どもひなん所１１０番につきましては、東の方は協力者（登録者）が少ない状態であり、増やす必要があると考えている。特に東小や喜沢小のあたりは、他の地域と比べて登録件数が少なくなっており、まずはそこを中心に呼びかけをしようと思っている。子どもひなん所１１０番の場所を、実際に地図に落とし込んだ資料のようなものはこの場では用意がないため、学校の付近にどのくらいのひなん所が配置されているのか、といったことは即答できないが、今後も周知等を行い、登録先を充実させていきたいと思っている。
２点目、年度初めということで、改めて事業の全体を見て、戸田市は充実していると感じた。その中でも例えば、放課後子ども教室や、青少年の居場所事業などは、人材が不足しているという発言があったかと思うが、私はたまたま大学に勤務しているので、大学生についていうと、大学生は声かければ、時給と交通費も出る、ということであれば、集まるのではないかと思う。特に、こどもたちも、大学生くらいのお兄さんお姉さんだと喜んで遊ぶので、そのような“資源”を当てにされても良いのではないか。他の大学にも行っているため、そのようなところでも協力が可能かと思うので、ぜひ広げていってほしい。
　嬉しいお言葉ありがとうございます。こういった事業はボランティアの協力が大切になってくる事業であり、特に、青少年の居場所は若い方（大学生）が子どもたちと遊ぶ、ということもやっているので、大学生に来てもらえると大変助かる。後日、可能であれば相談させていただきたい。
■案件
児童センタープリムローズの大規模改修について
資料（Ｐ１４）に基づき説明
ＮＯ.１２階の東側の部屋をより使いやすく改修するとともに、子ども食堂に活用できるようミニキッチンを設置する。
ご意見に対するコメントの補足説明
〇１の意見について
調理ということだと、火災など不安があるのはそのとおりかと考える。現時点では、外部団体が子ども食堂を開催する際に、外から出入りのできるこの部屋を使用することを想定しているが、いろいろ侵入者などの危険も考えられるため、大人の配置人数等については、安全を確保できるような条件を付すことを考えていく予定。避難訓練については、年に２回プリムローズで実施しており、今までは主に職員で行っていたが、今後は来館者にも参加してもらい、不特定多数の方がいる中での避難訓練を行っていくことを考えている。ミニキッチンについては、ＩＨなので普通のガスコンロよりは安全かと思うが、実際に設置するとなった場合には、安全対策をしていきたい。
〇２の意見について
調理については２箇所、まず今回ご意見を求めた２階の遊具・能力測定コーナーについては、子ども食堂用のミニキッチンを１箇所設置する予定。また、２階の美術工芸室について、調理実習室のような多くの人が調理できる場所にする、という改修案が出ているが、調理実習室ということだと、現行のように作り付けのような、なかなか使い勝手が悪いのではないかということ、本来は児童センターとして、そこまで本格的な調理をする場所にする必要があるのか、いうこともあるため、例えば、簡易的なコンロ等を置いて、そこで簡単な料理ができるとか、施設改修というよりは備品の対応として改修していくのも良いのではないかと考えている。

〇５の意見について
座席について、どのような形式にするかは、今後検討していくような形になるが、なるべく使い勝手の良い部屋になることを考えると、椅子などは、実際に使うときに設置して、使わないときには片付けて、というのが良いのではないか。勉強に集中してできる自習室は独立して設置してほしい、というご意見もあり、パソコン室のパソコンのリースが９月で切れ、パソコンを撤去するため、こちらを自習室に転用していくことを考えている。ある程度、常に自習室として使える部屋ということで考えていこうと思っている。
〇１０の意見について
中学校でも、不審者が侵入したという大きな事件があったが、これは防がなければならないところであるため、例えば、外部とつながる部屋についてはインターフォンの設置等を（大規模改修の際に）検討する。配置図については、本日はご用意しておらず申し訳ない。プリムローズの正面入り口の脇に階段があり、そこを伝って２階に上がっていくと、この部屋の出入口があり、それとは反対側に建物内部への出入口があるというような形になっているため、外から万が一不審者が入って来た場合には、施設内部の入口に逃げて行くという形になると思われる。

資料（Ｐ１５）に基づき説明

ＮＯ.２３階の区割りされた部屋について、防音スタジオに改修し、楽器やダンスなどが思い切りできるようにする。図書コーナー・おもちゃコーナーは別の場所へ移動する。

ご意見に対するコメントの補足説明
〇２の意見について
図書コーナーやおもちゃコーナーに今あるものは、小さなお子さんが対象のものが多いので、安全面とそういったものを入れる棚が必要であることなどから、２階以下に移動することを検討しているが、現時点では移動先は未定。
〇４の意見について
近隣の方々には、改修内容の通知を行う予定。
〇５の意見について
利用者が１８歳の３月までの方を対象とした施設のため、一般の方の利用は難しいのだが、運動したいという声が多く挙がっていることから、できる限り子どもたちの運動スペースの確保に努めたい。
〇１０の意見について
こどもの国では、平成３０年度（コロナ禍前）は、ダンススタジオについては年間１，０３０人、音楽スタジオの方は１,１３７人の利用があった。その後は、コロナで使えないという状況であったが、令和５年度については、コロナ禍明けということで、ダンスのスタジオ１が３７５人、音楽のスタジオ２が４７２人と、徐々に利用者が回復している。そのため、プリムローズでもこういった施設ができれば、一定の施設利用者が見込めるのではないかと考えている。
説明を受け、質問等はあるか。
Ｐ１１に、地域団体とのイベントコラボを実施するということが書かれていたが、実際に私は笹目２丁目の役員で、土曜日（７月２７日）に農業祭があり、大変お世話になり、ポスターの掲示依頼についても快く受けていただいて、ありがたかった。当日、先生が４人ほど２１時頃までが残っていただいて、町会としてもすごく助かった。地域団体とイベントコラボは、間違いなく行っていると考える。プリムローズの所長さんにも一言伝えようと思っている。

それからもう１つ、これは気になる部分で、１６ページのおすすめポイントについて、夏に池で水遊びというところだが、施設の前の池は苔がかなり生えていて滑って危険であったりして、現在は水も張っていない状況だと思うが、これは新しく作るのか。
　プリムローズの池については、毎回水をためるのではなく、年に何回かだけ、池を清掃して水を張って、魚を泳がせてそれをとるといったイベントを行っておりそのことを表している。
　苔があり、それに滑って転ぶと危険ではないか。

　ご指摘の件については、十分留意する。
　避難訓練を実施するということだが、中学校の方でも子どもたちは十分に行っている。不特定多数の子どもたちと訓練をすると言っても、いつもその子たちがいるわけではないと思うので、その点について十分配慮していかないと、事故が起きてからでは遅いのかなと感じる。あとは、階段が上がっていくと暗い感じで、そこで慌てて降りていくと怖いなという感じがする。
階段が暗いというお話は改修時に検討する内容になると思われる。また、避難訓練の方法についても、ご意見を参考により良い方法を考えていきたい。

　この改修について、必要な予算的措置の裏付けはあるか。
　予算措置としては、令和７年８年で設計を行うという話になっている。工事については、その次の工程になるため、工事費についてはまだ決定していない。場合によっては、そこまで予算を割けないという部分も出てくるとは思うが、今までいただいた要望等をもとに、現在工事にかかる予算について、担当部署と調整中。
　中高生の子どもたちが学んでいけるようにということを考えれば、小学生がとてもリラックスした感じで、スタッフの方たちが温かく声をかけてくださっているので、居心地が良いなと感じていた。あまり学年が離れているとうまく交流していけるのか。なぜ、中高生をこれから増やしていきたいのか。
　児童センタープリムローズは、かなり大型の児童センターとなっており、中高生をある程度受け入れてほしいというのが国の方の考え方。１８歳まで使える施設なので、やはり中高生を受け入れていく必要はあると考える。しかしながら、中高生と小さい子が一緒になると、危険なこともたしかで、児童センターこどもの国でも、小さい子と中高生が同時に遊ぶと、ぶつかったりして怪我をする危険があるので、区分けをしたり、時間分けしたりしている。体育館が無いプリムローズは、ある程度場所的にも制約があり、一番は怪我が無いようにすることだと思っている。しかし、そうした中でも、せっかく色々な世代のお子さんたちがいるのに、全く交流が無いというのも児童センターとしてはやはり残念であると思うので、中高生と小さなお子さんたちが上手く触れ合えるような機会も作っていきたいと考えている。
　今の意見について、中高生と乳幼児が一緒に過ごすことは難しいということについて、プリムローズという建物から少し離れて、公園が近くにある。室内に限らず、そういった場所でプレーパークなどの違ったイベントをすることで、一緒になって遊んで過ごすことも可能かと思う。そのような時には、ぜひ遊び場・遊ぼう会に声をかけていただければと思う。
　小さい子たちと触れ合えるイベントと言うと、そういう意識で中高生も参加してくれると思うので、より良いイベントになるのでよいと思う。
　また、今後の予定としては、令和７，８年度のプリムローズ大規模改修の設計に向け、改修内容を詰めていくところである。今回、皆様から頂いたご意見やプリムローズの利用者の意見についてまとめたものを提示させていただいたが、夏休み明けには近隣の笹目東小学校、笹目中学校の児童にもアンケートに協力いただくことを予定している。
■その他
　自らが活動する「warm heart」（温かい心）の活動について
　当日配布資料の説明
　これはＮＰＯ法人か。
　まだ立ち上げたばかりでボランティアの段階で、登録などはなにもしていないが、口コミで相談に来た方にはみんなで相談にのっている。
　まだ活動を開始して、１年経っていない状況。

事務局から連絡事項はあるか。

第２回の会議は、令和７年２月下旬頃を予定。日程等が決まり次第ご案内する。
■閉会
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